
妙法寺で恒例の「夏休み寺子屋」は両日とも44人が夏休みの宿題を持って
参加しました。６年生は「解らないところを友達に聞けるのがいい」「家でや
るよりも、宿題がはかどる」「友だちとどこまで進んだか話しあえるので安心
する」と寺子屋のよさを実感しているようです。楽しみはスタッフ手作りの
昼食。1日目ジャージャー麺、2日目冷しゃぶうどん。おかわり続出でした。

東京に新しく中高校生版のキワニス組織「N.K考学舎キーク
ラブ」が誕生し、7月29日に認証状授与式が開かれました。
考学舎は都内2か所に教室を持つ、フリースクールと学習塾
の中間的な私塾で、小1～浪人生が「自立できる大人」をめざして学んでいます。キーク
ラブには、中3～高3の12名が参加し、ボランティア活動などに取り組んでいます。認証
式も生徒が自主的に考えて運営し、中高校生世代のキワニス活動に相応しい船出とな
りました。

「考学舎N.K.キークラブ」誕生

夏の「子ども食堂」は春と同じ杉並の東京立正
中学・高校で開催。小中学生、未就学児、保護者

あわせて１３７名が集まりました。学士
会館精養軒の前料理長大坂さんもか
けつけ、子どもたちはカレーライスなど
をおいしく食べました。遊びコーナー会
場では、読み聞かせ、缶バッジ、手作り
うちわ、おり紙、バルーンアートなどを
楽しみました。キワニス関係の19名を
含め総勢70名のスタッフがボランティ
アとして参加しました。

「夏の子ども食堂」も復活
2023.8.5

宿題はかどる夏休みの寺子屋
2023.7.24～25 秋には花を植える活動も

11月11日の寺子屋では勉強したあと、「花を植
えよう、笑顔の寺子屋」のイベントに参加。プラン
ターに、千日紅などの花を植え、普段やらない土
いじりを楽しみました。

キワニス奨学金
支給人数拡大へ

キワニス奨学金の制度は、公的
奨学金の充実などの環境変化を
考慮して、これまで1人40万円
だった年間支給額を、20万円に
減額する代わりに、同時に支給
できる人数を従来の最大4人か
ら、段階的に最大8人まで広げ
ることにしました。
2024年4月からは5人に支給し
ます。3月に奨学生2人が卒業、
新たに大学や専門学校に進学す
る3人が支給対象に加わります。
募集対象となっている8か所の
施設ごとに窓口となる会員を決
めて、施設側との連携を深め、奨
学生とそれぞれに合った方法で
寄り添い、サポートする体制を
確立しつつあります。
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活 動 レ ポ ー ト
A c t i v i t y  R e p o r t

　春休みの子ども食堂が4年ぶりに復活、3月27日に東京・杉並の東京立
正中学・高校を会場に開催しました。校庭に咲く満開の桜を見ながら、ベ
ビーカーを押して参加する親子、仲良しの友だちと参加する小・中学生な
ど、近隣の子どもと保護者、あわせて131人が来場しました。同校の食堂
で学士会館特製のカレーライスやポテトサラダなどのランチを食べたあ
と、講堂でフォルクローレや太神楽などアトラクションを楽しみました。
　この子ども食堂は、春休み中の平日、親が仕事で出かけていてる子ども
に居場所を提供するのが目的で、近隣の小・中学生、未就学の子どもやそ
の保護者らは誰でも参加できます。

　私立校で初めて開催したこともあって、「近くをよ
く通っているが、校内に入ったのは初めて」という参
加者も多かった。カレーライスは「お肉やジャガイモがごろごろ入っていて、おいしかった」と大評判。
　学士会館の田中料理長と女性スタッフがコックさんの姿で子どもたちの前に立ち、「カレーは、20
人がかりで準備し、会場まで運び込んだ。おいしく食べてほしい」とあいさつすると、会場から大きな
拍手が起こりました。
　今回は東京キワニスクラブとNPO法人すぎなみ子どもサ
ポートの共催、堀之内学園東京立正、妙法寺、学士会館などの
協力で実施しました。スタッフとして参加したのは総勢43人。
うちキワニス関係が14人、東京立正の中高・短大生11人もボ
ランティアとして参加しました。
　2019年までは、寺子屋の会場にもなっている杉並の妙法

寺で、春休み、夏休みに300人規模の子ども食堂を開催してきましたが、コロナ渦の
影響で３年中断、今回、妙法寺とつながりの深い東京立正の食堂・講堂に会場を変
え、ようやく復活を果たしました。

　昨年11月に会長に就任しました田中正昭です。
　この3年間、コロナによってもっとも大きな影響を受けたのは子ども達だったと思いま
す。入学式や卒業式、修学旅行や給食など、いろいろな面で制約を受け、マスクをしていな
い友だちの素顔を見られない状態が続いてきました。子どものためのキワニス活動も中
止を余儀なくされたものがいくつもありました。
　しかし、ここにきて、ようやく状況が変わりました。3月末には子ども食堂を4年ぶりに
開催できました。キワニス奨学金を支給している奨学生の方に例会に来ていただき、一緒
にテーブルを囲むこともできました。池袋のサンシャインでの子どもイベントは3年連続開
催してすっかり定着しました。子ども達の笑顔は、大人たちにも元気を与えてくれます。
　東京キワニスクラブは来年、2024年の1月に設立60周年を迎えます。それに向けて、
会員が力をあわせて、子ども達のための活動に取り組んでいきたいと考えています。

会長挨拶  「60周年に向け、子ども達のために」   田中正昭  （2022.11.25 就任）

130人超える参加者
おいしいカレーに「おかわり」

春の子ども食堂、4年ぶりに復活
杉並の東京立正中・高を会場に　2023.3.27.



ギャップジャパン

つくる会 6.8 田園調布学園家庭部
6.14 東京医療学院大学
6.15 金平糖
6.28 フランクリン・テンプルトン・

インベストメンツ株式会社
8.20 株式会社三菱UFJ銀行
9.3 9.5
エドワーズライフサイエンス株式会社
9.11　BNPバリバ証券
9.12 ギャップジャパン

寄贈先 群馬パース大学福祉専門学校
茨城県立中央病院
金沢医科大学病院
聖隷三方原病院
文京学院大学
日本大学病院
聖路加国際病院
東京大学医学部附属病院
Hoop Tree　　
荏原看護専門学校
近江八幡市立老蘇小学校
大阪医科大学附属病院
国立特別支援教育総合研究所

キワニスドー
ルを作る会

キワニスドー
ルを作る会

病気の子ども達の不安を和らげるため、キワニスドールを制作贈呈しています。
（子ども達に好きな絵を描いてもらい、治療の説明の時などに使用します。）

株式会社三菱UFJ銀行 フランクリン・テンプルトン・インベストメンツ株式会社

BNPバリバ証券

エドワーズライフサイエンス株式会社

猛暑の中、約３００名もの子ども達・ご家族が参集。「学士会館」大坂料理長の
特製カレー＆特製サラダ、ゼリーに舌鼓。大好評でおかわりもせがまれるほど。
食後は、お隣の茶道会場やイベント会場へ。茶道では日ごろと違った正座した神
妙な子ども達の姿に、お母さんたちも笑顔に。イベント会場では、刀、お花、など
次々と生み出す「バルーンアート」、折り紙で作った金魚をモビールにする「折り
紙づくり」、描いた絵がバッジになる「缶バッジ」、アクセサリー
になる「プラバン」、どれもボランティアの皆さんのお力で行列
ができるほど大人気。
地元の中高校生、地域の方々、キワニス関係者と６０名を超える
ボランティアの皆さん、熱いご支援に感謝。次回は春休み。

皆様のご参加をお待ちしています。
         （事業企画委員会）

国際的な活動を含め青少年の健全育成に努めた個人または団体に、賞状と副賞賞金を贈呈しています。
＜優秀賞3団体＞　　　　　　　　
・聖心女子大学M.S.S.S.
大学創立以来111年以上も、児童養護施設の子どもたちとの交流、
絵本の点字化、手話への取り組み等を継続し続けている。

・警視庁防犯ボランティア・ピーポーズ
青少年による都下の犯罪防止の為の活動（歌舞伎町清掃活動、パト
ラン等）を続けている。

・Meiji International Friendship Organization
ミャンマーでのフリースクール運営等ミャンマーの子供たちの支援
を現地と 連携して行っている。

過去の受賞団体及びユースフォーラムメンバー8団体も加わった合計１４団体約50名による交流会では、お互いのノウハウの交
換を行いました。東京キワニスクラブは青少年によるボランティア活動を今後とも継続していきます。今回参加できなかったユー
スフォーラムメンバーも来年３月に開催予定のユースフォーラムメンバー交流会に参加下さい。（青少年教育兼Kファミリー委員会）

第35回青少年教育賞授賞式・交流会　2019.9.21 パソナグループ本社第35回青少年教育賞授賞式・交流会　2019.9.21 パソナグループ本社

第53回キワニス社会公益賞 贈呈式　2019.9.13 法曹会館第53回キワニス社会公益賞 贈呈式　2019.9.13 法曹会館

“夏”の「子ども食堂」 in杉並区・妙法寺　2019.8.5“夏”の「子ども食堂」 in杉並区・妙法寺　2019.8.5

の子ども達には「東京オリンピックのピンバッジ」を進呈。貰った子
は大喜びでした。夏休みの宿題がだいたい終わったという強者も
いて、スタッフはびっくり。（事業企画委員会）

子ども食堂スタート！

ご馳走様！

顔出しOKいただきました♪

社会公益のために、長い間献身し続けている団体や個人に、賞状と副賞賞金を贈呈しています。  （社会公益委員会） 　　
 最優秀賞　特定非営利活動法人  １０代・２０代の妊娠ＳＯＳ新宿 ― キッズ＆ファミリー
中高生及び20代前半の女性の妊娠に関するあらゆる相談に、毎日・24時間応じて
いる。親や友人、あるいは児童相談所などに助けを求められない、幼い女性たちに
寄り添い、時には病院や役所に同行するなど、優しく手を差し伸べており、あらゆ
る観点で、命を守るということを貫き、献身的な活動を続けている。

　優　秀　賞　子どもサポーターズとしま　学習支援会「クローバー」
小中学生を対象に、学習支援や高校受験指導を無償で行っている。学習支援の担
い手には、ボランティアの力をかり、外部からの寄付、区から施設の無償提供も受
けている。その活動は、単に「勉強する場所」を提供するだけでなく、子どもたちに
居場所を提供し、地域における心のつながりを強めることに大きく貢献している。

●子ども食堂…「子どもの居場所作り・皆で一緒に食事を」をテーマに、
春夏年２回実施しています。

●寺子屋…子ども達の「居場所」作りとして、ほぼ毎週土曜午前中に
　　　　　「寺子屋」を開催しています。
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●キワニス子ども食堂・子ども料理教室
地域のボランティアの皆さんと一緒に「子ども食堂」

　「かんたん子ども料理教室」を開催しています。

●寺子屋
子ども達の「居場所」作りとして、ほぼ毎週土曜午前中に

　「寺子屋」を開催しています。

東 京 キ ワ ニ ス ク ラ ブ
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活 動 レ ポ ー ト
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　桜舞う春の陽気の中、過去最高408名（昨春370名）が参加。
「学士会館 精養軒カレーライス」＆「手作りサラダ」も好評でし
た。食後、新聞紙の「音の出る鉄砲」に子ども達は大喜び。「太神
楽（だいかぐら）」の見事な曲芸も大喝采でした。今回も、ボラン
ティア約40名（地元中・高校生、地域、キワニス関係者）が大活
躍。次回、“夏”の「子ども食堂」は、８月５日（月）の予定です。  

（事業企画委員会）
●子ども食堂…「子どもの居場所作り・皆で一緒に食事を」をテーマに、

春夏年２回実施しています。

キワニスかんたん子ども料理教室
　　in としまえん　2019.3.3（日）

祝・卒業 学生ボランティア
「寺子屋」「子ども食堂」in杉並区 妙法寺「寺子屋」「子ども食堂」では、

地元大学生がボランティアスタッフ
として力になってくれています。その内10名以上が、この春
めでたく卒業されました。
　＜卒業生から＞
　最初の頃は子どもたちが5人ぐらいで少なくて、大人の
方が多いほどでした。今日は下駄箱にちっちゃな靴がいっ
ぱいあって、こんなに増えたんだとビックリしました。私た
ちは卒業しますが、後輩がこれからも参加します。仲良くし
てあげて下さい。

“春”の子ども食堂in妙法寺
　　2019.3.27（水）

例会で以下の卓話があり、大変に有意義な時間を過ごすことが出来ました。
●吉田浩二会員 モンゴルで初めてのキワニスクラブ誕生
●高井洋季氏 （特定非営利活動法人IVUSA国際ボランティア学生協会本部事務局 事業部長）

大学生が被災地支援をする意味と意義
●太田資暁氏 （江戸城天守を再建する会 会長） 江戸の成立ちと太田道灌
●水島政行氏 （NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク）

私たちの新活動＆かんたん便利！東京キワニス新HP
●内田要氏 （不動産協会 副理事長専務理事） これからの都市を考える
●佐々木信行会員 私のおんりい・いえすたでい1989～2018 －平成の終わりに
●伊福部達氏 （東京大学名誉教授）

福祉工学への招待　－障害があっても、高齢になっても、快適にすごせるように－
●黒江哲郎会員 我が国の安全保障協力
●矢島洋子氏 （三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 執行役員・主席研究員）

男女の賃金格差と子育てへの影響

より詳しい内容を、Facebookやホームページにアップしております。
是非、そちらもご高覧下さいませ。　　　　　　　　（広報委員会）

編集
後記

事務局便り

≪今後のスケジュール≫
〇第2310回例会

日時：2019年6月7日（金）
　講師：小林幸恵氏（シナリオ・センター代表）
〇第2311日回例会

日時：2019年6月21日（金）
　第69回ファミリーデー
　場所：ホテル椿山荘

バンケット棟11階「ふじ」
〇第2312回例会

日時：2019年7月5日（金）
　講師：岩本敏男氏（NTTデータ相談役）
〇第2313回例会

日時：2019年7月19日（金）
　講師：本田 均氏（ウォータースタンド株  

式会社代表取締役社長）
〇第2314回例会

日時：2019年8月2日（金）
　講師：森川悦明氏（オリックス・リビング

株式会社）
〇第2315回例会

日時：2019年8月30日（金）
〇第2316回例会

日時：2019年9月13日（金）
　第53回社会公益賞贈呈式
〇第2317回例会

日時：2019年9月27日（金）
　講師：藤村博之氏（警察庁組織犯罪対

策部長）
※例会卓話・ファミリーデーは、パートナーの方、

キワニス会員以外の方にもご紹介いただき、
お気軽にご出席くださいますようお誘いくだ
さい。

新入会員紹介

・原田雅充（はらた まさみつ）
入会日　2019年3月1日

・高橋遠（たかはし はるか）
入会日　2019年3月29日

・川原太郎（かわはら たろう）
入会日　2019年5月7日

・金森悟（かなもり さとる）
入会日　2019年5月7日

・小山倫子（こやま みちこ）
入会日　2019年5月7日

・山田賢治（やまだ けんじ）
入会日　2019年5月7日

・山田夏樹（やまだ なつき）
入会日　2019年5月7日

法人会員
・小田急電鉄株式会社

相沢喜一郎（あいざわ きいちろう）
入会日　2019年3月1日

例会

　東京キワニスクラブが献納をした慰霊の泉（「戦没者に水を捧げる母
の像」）という大きな建物を拝見し、改めて平和の尊さを認識する機会と
なりました。 （事業企画委員会）

靖国神社「慰霊の泉」献納記念昇殿参拝 2019.3.26（火）靖国神社「慰霊の泉」献納記念昇殿参拝 2019.3.26（火）

会員同士の交流を深めるレクリエーション活動も盛んです。（レクリエーション委員会）

なぎさ会（日本酒を楽しむ会） ワインを楽しむ会（ワインの解説付）

カメラ部（街歩き撮影会にて）
囲碁愛好会

藤澤一就会員（日本棋院元常務理事・八段）の指導あり。

新入会員オリエンテーション 2019.5.17新入会員オリエンテーション 2019.5.17



株式会社LIXIL

エドワーズライフサイエンス株式会社

 
10.6 荏原看護専門学校祭
10.16 エドワーズライフサイエンス株式会社
10.20 田園調布学園土曜プログラム
10.27 慈恵会医科大学医学部看護学科学生祭
10.29 株式会社LIXIL
11.1 東京家政学院高等学校
11.12 アストラゼネカ株式会社　
11.13 エドワーズライフサイエンス株式会社
11.17 田園調布学園土曜プログラム 　
11.22 明治薬科大学
11.29 武蔵野女子学院高等学校
12.7 目黒星美学園
12.19 JPモルガン
1.9  1.21 千葉県立検見川高等高校（金平糖）

各地でキワニスドールを作る会が開催され、沢山のキワニスドールが出来上がり
ました。ドールたちはお友達のところに行き、世界でただ一つのお人形になる日を
楽しみにしています。            　　　　                 （ボランティア活動委員会）

キワニスドー
ルを作る会

キワニスドー
ルを作る会

千葉県立検見川高等学校（金平糖）
明治薬科大学

　新年互礼会が銀座ライオンで開催されま
した。当日は70名の参加で、磯田壮一郎会長
のご挨拶、「子どもに夢を」斉唱の後に、今年
の年男四人にご登壇いただくなど、和やかに
全員で新年を祝いました。

（事業企画委員会）

　第84回国際懇話会が、学士会館で行われ、「最近の日米
関係と我が国の通商政策」のテーマで、経済産業省顧問の
柳瀬唯夫氏からお話を伺いました。トランプ政権及び日米
関係への高い関心から38名の多数の参加があり、日米関
係、日中関係、FTA、WTOの動きなどについて深い分析のお
話がありました。

　（国際委員会）

　キワニスとともに活動する大学生サークルを「サーク
ルK（キワニス）と位置付けて支援しています。中でも武蔵
野大学学生団体「Connect」は積極的に活動中で、昨年の
12月23日（日）には武蔵野大学有明キャンパスにある「ロ
ハスカフェ」で子ども食堂を開催しました。当日は9人の子
ども達が参加し、キワニスクラブは当企画の宣伝に協力し
ました。

　2017年12月から始まった「寺子屋in妙法寺」は１年間
を経過し、参加する児童の数も毎回20名程になりました
。
12月1日（土）は寺子屋の後に「津軽三味線と日本の唄」
の会を開催し「寺子屋」参加の子どもたちに加え、地元の
皆様も多数集まりました。第一部は「日本の唄」で、その
後は津軽三味線・日本一の山下靖喬さんが登場。津軽三
味線でジャズやロックやアニメ曲まで演奏し、その迫力に
子ども達も驚いていました。
　また１月４日（金）は「書初め」を開催しました。
参加した児童は１７名。「講師」「スタッフ」は、妙法寺の
方々、ボランティアの学生、地域
のボランティア、大学の先生、
東京キワニスの会員等と様々
で寺子屋としてのネットワー
クが広がっています。
　中には初めて毛筆を体験す
る児童もおりましたが、講師
が丁寧に指導し、書く毎に進
歩して、その上達ぶりに皆で
目を見張りました。また、昼
食は「お雑煮」で食欲旺盛で
何杯もお代わりする児童が沢
山いました。

寺子屋in妙法寺

ロハスde 子ども食堂 2018.12.23（日）ロハスde 子ども食堂 2018.12.23（日）

国際懇話会 2018.11.15（木）国際懇話会 2018.11.15（木）

新年互礼会 2019.1.11（金）新年互礼会 2019.1.11（金）
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東 京 キ ワ ニ ス ク ラ ブ

Vo l . 3 3 ／ 2 0 1 8 .  1 0  発 行

活 動 レ ポ ー ト
A c t i v i t y  R e p o r t

　去る９月７日から熊本市内の ANA ホテルにおいて国

際キワニス日本地区の大会が開催されました。小生も

参加させていただいたのでその御報告をいたします。

　まず驚いたのはわずか２年半で見事に復興を遂げた

熊本県民の皆さんのご努力でした。もちろんまだ熊本

のシンボルである熊本城は工事中ですが、仙台から来

られたキワニアンのお一人が市内はほとんど震災の跡

が残っていないと感心されるほどに復興は着実に進ん

でおりました。熊本が今後も着実に復興が進むよう心

から応援させていただきたいと思いました。

　また今回の大会では東京クラブにも大きな喜びがあ

りました。それは、第２回看板プロジェクトコンテス

トにおいて当クラブの「子ども食堂プロジェクト」が

見事金賞の栄冠を勝ち取ったことです。今後もこのプ

第42回国際キワニス日本地区年次総会熊本大会　2018.9.6-7

看板プロジェクトコンテスト　　
東京キワニスクラブ「子ども食堂プロジェクト」が金賞受賞

佐藤嘉昭ガバナー（左）から金賞の盾を授与されました。

ロジェクトを大きく育てていく必要があると感じた次

第です。

（副会長  日本地区奉仕委員長　磯田壮一郎）
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　２０１８年「夏の子ども食堂」が、８月２日（木）に「堀

之内妙法寺」で開催されました。猛暑の中、３４０名

の子ども達、ご家族に参加いただきました。

１２時の受付開始前から長い行列、受付を済ませると

食堂へ。食堂では美味しいカレー、サラダ、ゼリー、

カステラまんじゅうが振舞われ、皆、大喜びでした。

　大勢の人々の整理は大変です。毎回工夫し、今回は

お寺の本堂を開放していただき、幾分涼しく順番を待

つことが出来ました。

　４０名を超える学生、地域のボランティア。キワニ

ス関連は２５名。妙法寺、ボランティアの学生、地域

の方々、キワニス会員が一体となっての運営は回数を

重ねる毎に連携もスムーズになり、特に中学生ボラン

ティアの素早い動きと人を引き付ける話術はすばらし

いものでした。

　イベントはバルーンアート、プラバン、缶バッジ、

折り紙、団扇作り、お手玉と盛りだくさんです。恒例

のイベントで大好きなお絵描きに子ども達は夢中、大

人も一緒になっての参加です。子ども達は勿論、大人

も終了時間を忘れて楽しんでいたのが印象的でした。

（事業企画委員会副委員長　雲類鷲 孝）

子ども食堂in妙法寺2018年夏　2018.8.2
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　キワニス会員の方々と子ども達の交流に関しては、うまくいったのではないかと思う。

　また、“ 日常 ” 的な要素を含むことができたように感じた。一家団欒の食事風景のようなものの一辺を描くことが

できたように思えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（WAKUWAKU ネットワーク　中村 翔）

てくれなかったこども達も最後には積極的に話しかけ

てくれました。私自身もとても楽しく、こういうイベ

ントという機会をこども達に提供出来る事って凄いな

と感じました。また、ぜひ定期的に開催して頂き私も

参加していきたいと強く感じました。こども達が笑顔

で過ごせる場所にこれからも関わっていきたいです。

（武蔵野大学 connect　八巻瑛香）

　３月２７日（火）晴天の暖かい日の１２時から１５

時、「堀之内妙法寺」において、「子ども食堂」を実施

いたしました。妙法寺での子ども食堂は年２回、「子

どもの居場所作り・皆と一緒に食事する」をテーマに

春休み、夏休みに実施していますが、その１回目です。

妙法寺の満開の桜が子ども達を迎えてくれました。

　多くの子ども達、そのご家族が受付の始まる前から

集まり、待ちきれない印象。３年目を迎えた子ども食

堂は地域にしっかりと根付いてきていることに感謝し

ながら、スタートしました。

　３７０名ほどの子ども達、ご家族の方々が参加され

ました。学士会館精養軒のカレーライス、地域の方々

が料理したサラダを食べました。「美味しかったです」、

キワニスの会員を見つけて、「寺子屋の人達がいる」の

嬉しい言葉。

　その後、茶道体験、イベント会場へと移動。茶道体

験では日常、正座することが少ない子ども達が慣れな

い手つきでお茶を飲む、神妙な顔つきが場の雰囲気を

和ませます。茶道が初体験のお母さん達も、正座は辛

いかもしれません。

　イベント会場ではウサギの顔に化粧したピエロが作

る「バルーンアート」。子ども達が描いた絵が主役、絵

がバッチになる「缶バッチ」、アクセサリーになる「プ

ラバン」。和紙で作る傘独楽。プロのマジシャンと見ま

がうマジックなどを楽しみました。

　ボランティアとして参加いただいた方々が３７名。

中学生（２校７名）、高校生（２名）、大学生（８名）、

地域の皆様（２０名）が食堂の整理、後片付け、イベ

ントで大活躍していただきました。学生さんのボラン

ティアが増えてきて、地域の輪が確実に広がってきて

います。参加いただいたキワニス関係の方々は１９名、

裏方作業をしていただきました。

　子ども食堂後、恒例の清水屋さんでの懇親会。妙法

寺の方々、地域の方々、ボランティアの学生さん、キ

ワニス会員が互いの労を労いました。

　「夏の子ども食堂」は８月２日（木）の予定です。

（事務企画委員副委員長　雲類鷲 孝）

＿＿＿＿＿＿＿＿
子ども食堂in妙法寺2018年春　2018.3.27

学士会館　大坂勝総料理長
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　2018 年 2 月 15 日 ( 水 )16:00 ～ 17:30、西松建設

と戸田建設による「キワニスドールをつくる会」が開

催されました。技術提携関係にある両社は、提携の一

環として、昨年から CSR 活動でも合同でキワニスドー

ルづくりに取り組んでいます。

　今回は約 30 名が参加。両社の社員が同じテーブル

を囲んで、熱心にキワニスドールづくりをしてくださ

いました。昨年参加された方は手際もよく、今回はじ

めて挑戦された方は丁寧に仕上げていただいた結果、

約 1 時間半で参加者全員がドールを完成させました。

　最近は企業による「キワニスドールをつくる会」の

開催が増加していますが、外資系企業が中心で、日本

企業はまだまだ少ないのが現状です。西松建設、戸田

建設は、建設業界ではじめてキワニスドールをつくる

会を開催していただいた企業で、また数少ない日本企

業でもあります。今後も継続実施していただけるとの

ことですので、東京キワニスクラブとしても、両社の

ようなボランティア企業が 1 社でも増えるような取組

みを行い、病気の子ども達の一助になる活動に繋げて

いきたいと思います。

（ボランティア活動委員長　田口 徹）
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子ども食堂 
in 妙法寺 
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＜主催＞ 妙法寺子ども食堂実行委員会 ＆ 一般社団法人東京キワニスクラブ 

＜後援＞ 杉並区社会福祉協議会 
＜協賛＞ 堀之内妙法寺   学士会館精養軒   NPO 法人すぎなみのたね   清水屋   
       ふ く ぷ く ひ ろ ば実行委員会  ムラカミ  （株）ファーム 

       ゆうゆう梅里堀ノ内館 一般社団法人茶道裏千家淡交会東京第七西支部   
＜ボランティア協力＞ 明治大学ボランティアサークルしいの実  東京立正短期大学   
                      新渡戸文化短期大学   杉並区立大宮中学校  杉並区立向陽中学校     

                                                       
 
                                                    

 

 

 

 

＜保護者の皆様へ＞ 

   ※ 参加されるお子様に食物アレルギーがある場合は必ず受付でお申し出下さい。 

            カレーに含まれるアレルゲンは小麦・大豆・乳製品・ビーフ・ポーク・りんごです。 

            サラダに含まれるアレルゲンは小麦・ポーク・卵・ゼラチンです。 

   ※ 当日の体験・遊びのコーナーは変更になる場合があります。 

 

昨年 8月に開催した「体験・遊びのコーナー」の様子 
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＿＿＿＿＿＿＿＿
キワニスドールをつくる会　２月から５月までの報告

西松建設㈱・戸田建設㈱　「キワニスドールをつくる会」　2018.2.15
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私たちサークル K 武蔵野大学学生団体 connect は、

2017 年 11 月 5 日の日曜日に武蔵野大学有明キャ

ンパスにあるロハスカフェで子ども食堂を開催しま

した。

初めての取り組みで不安もありましたが、多くの

方々のご協力もあり、11 名の子供達が参加してく

れました。当日は段取り通りに進み、怪我等の大き

なトラブルもなく無事に終えることができました。

子供達も私たち自身も楽しみながら取り組めまし

た。また今回、企画のテーマとして「有明地域との

コミュニティーの構築」を掲げていました。豊洲の

子ども食堂の方や、企画の宣伝を快く承諾してくだ

さった多くの地域の皆様と交流できたので、掲げた

テーマを達成することができました。

野菜を切る際に包丁での怪我の危険性があったこと

や本来の子ども食堂の意図を全て成すことができな

かったことなど反省点もありましたが、機会があれ

ば改善しまた開催したいと思っています。

最後になりますが、今回の企画に快くご協力してく

ださった皆様、参加者の皆様、保護者の皆様本当に

ありがとうございました。　

（サークル K 武蔵野大学  船橋悠真）　

＿＿＿＿＿＿＿＿
ロハス de 子ども食堂　2017.11.5

＿＿＿＿＿＿＿＿
サークルK「武蔵野大学CONNECT」新体制発足式　2018.1.13　

ました。いづれも地域社会に大きなインパクトを与

えるプロジェクトと言えます。また、義手の女子学

生による感動的な演奏やサークル K 芦屋ショップに

よる元気なファンドレイジング現場に接するなど大

変印象的なイベントでした。

（会員  吉田浩二）

武蔵野大学の学生ボランティアサークル「Connect」

は 2015 年に結成され、2016 年秋東京キワニスク

ラブ支援の「サークル K」（キワニスの大学生版）

の一員となりました。結成当初のメンバーは今春よ

り 4 年生となり、卒業準備や就活等に向け後輩に活

動の主軸を委ねる運びとなりました。

そこで新体制の発足式が、去る平成 29 年 1 月 13

日 10 時 20 分から「武蔵野大学・武蔵野キャンパ

ス 雪頂講堂」にて執り行われました。学生および親

御さん達の参列する中、東京キワニスクラブからも

７名の会員が参列。「K ファミリー委員会」副委員長・

杉田健と「Connect」設立以来顧問をされている東

京キワニスクラブ元会長・吉國眞一が、ご挨拶させ

て頂きました。



7

　9 月 1 日の例会で、第 51 回キワニス社会公益賞の

贈呈式にそれぞれの団体の代表が出席され、棚澤会長

から表彰状が贈呈された。

　NPO 法人アクアリズムは、知的障害児・者を対象

に学校・作業所が休みの日に、保護者・ボランティア

によるプール活動、音楽活動、コースを伴走指導する

ランニング活動など 16 年前から余暇支援に当たって

いる。

　NPO 法人みんなのおうちは、新宿という都会で外

国にルーツを持つ子どもに対して、日本語と教科の学

習や家族に対する支援に献身的に取り組んでいる。多

文化共生・地域再生等の問題解決のため、ログハウス

みんなのおうちを拠点として様々な活動に当たってい

る。

　NPO 法人ハーフタイムは、貧困・いじめなど生きづ

らさを抱えた子ども達に寄り添い、学生ボランティア

による勉強・お話・遊びのたまり場を提供している。

家庭訪問相談により子ども達は心の安らぎや他人から

尊重され守られていることを体感している。

　受賞に際して各団体の代表からは一様に、「このよう

な名誉ある賞をいただき誠に感謝している。私どもの

団体にとってありがたいことで、保護者・ボランティ

アの皆さんにそのまま送り届けたい」とのお礼の言葉

が述べられた。　 　

（都甲洋史社会公益委員長）

＿＿＿＿＿＿＿＿
第51回キワニス社会公益賞贈呈式　2017.9.1　

　８月２日（水）に、今回で、第 3 回目になる「こど

も食堂」が杉並区の妙法寺で開かれました。今回は、

地元の中学校２校から、18 名の中学生が、ボランティ

アで参加してくれました。また、地元の町内会の方々

も、いつものように、お手伝いに来てくださいました。

　お昼前に、雨が降って来たため、出足が心配されま

したが、児童養護施設の子供たちを含め、

約３００名の方々が参加され、恒例の「学

士会館のカレーライス」をいただくと共

に、「パソナグループの団扇作り」に皆で

参加しました。また、希望者には、和室

での茶道体験や体育館でのプラバンやバ

ルーンアートの作成などの催し物もあり、

参加された方々には、十分に楽しんでい

ただけたと思います。

　最後は、地元のグループによるフォルクローレの演

奏で、にぎやかに散会となりました。

　キワニスクラブからは、３０名の方々が、参加して

くださいました。ありがとうございました。

（中田一男会員）

こども食堂in妙法寺　2017.8.2
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一般の方は立ち入り禁止と
なっておりましたが、慰霊の
泉の前で、参拝者一同の記念
写真を撮影しました。慰霊の
泉及び周辺の整備後の完成予
定図も見せて頂きましたが、
見違えるほど立派なものとな
りそうです。来年も、慰霊の
泉の清掃に参加し、他の会員
の皆様とともに、昇殿参拝を
したいと思いました。

（大野重國事務局長）

　好天と満開の桜に恵まれた 4 月 4 日（春休みの最後）、
古刹堀之内「妙法寺」での第２回目の「子ども食堂」を
開催致しました。
　今回は地元の方々が中心となって運営し、我がクラブ
は共催者として学士会館精養軒のカレー・紙食器そして
山口会員を先頭に 17 名の逞しい労働力を提供しました。
来訪者は 320 人。
　子ども達は食事や手作りのデザートの後、茶道体験・
バルーンアート作り・プラバン作りなど 3 時間をたっぷ
り楽しみました。
　参加会員はお寺や地元の皆さんとの協賛者のそば店で
の「反省会」をさらに大いに楽しんで散会となりました。

（鈴木祐二事業企画委員） 　4 月 4 日、満開の桜の中、杉並区堀ノ内の妙法寺にて
『みょうほうじ 子ども食堂』を催し、320 名もの親子に参
加して頂きました。
　企画・実行隊長の鈴木祐二さんのもと、藤原ガバナー
はじめ、若い方々？を中心に東京キワニスクラブメンバー
の精鋭が子どもたちに、学士会館精養軒から提供された
ビーフカレーや、NPO 法人すぎなみのたね提供のサラダ
やデザートを配りました。
　また会場には、茶道体験コーナーやバルーンアート作
りなどの遊び場もあり、子どもたちのたくさんの笑顔と
笑い声で満ち溢れており、子どもたちからは「みんなと
美味しいカレーを食べられて楽しかった」「また来年も
やってしてほしい！」との声も聞かれ、私達も大忙しの中、
自然と笑顔でした。子どもたちの笑顔と東京キワニスク
ラブ・妙法寺の精鋭たちみんなで作り上げた『みょうほ
うじ 子ども食堂』は昨年に続き大盛況の内に幕を閉じる
ことができました。
　最後に、今回の『子ども食堂』の記事が 4 月 5 日版の

＿＿＿＿＿＿＿＿
妙法寺子ども食堂　2017.4.4
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産経新聞　平成 29 年（2017 年）4 月 5 日　水曜日 読売新聞　2017 年（平成 29 年）4 月 5（水曜日）

　３月１６日（木）に山梨県の身延山高校で東京キワニス
クラブのユースフォーラムを開催しましたので報告します。
　身延山高等学校は山梨県南巨摩郡にある日蓮宗の総本
山である久遠寺に隣接した私立高校です。約３割の生徒
の実家がお寺であり、久遠寺の宿坊に寄宿して修行をし
ながら通う生徒もいる学校です。同高の手話クラブが東
京キワニスクラブ青少年教育賞を受賞したことをきっか
けにユースフォーラムのメンバーとなり、同校が中心と

なり他のユースフォーラムのメンバー３団体を集め、第
２回のユースフォーラムを同校で開催しました。因みに
第１回のユースフォーラムは約１年半前にＩＣＵで開催
されています。東京キワニスクラブからは棚澤会長、木
本青少年委員長、杉田元Ｋファミリー委員長と私の４名
が参加しました。他の参加団体はいずれも青少年教育賞
を受賞しユースフォーラムメンバーとなっている Junko 
Association、東京国際基督教大学劇団「虹」とかものは

＿＿＿＿＿＿＿＿
ユースフォーラム　2017.3.16

読売新聞・産經新聞に大きく取り上げられました。こう
した記事を取り上げてもらうことにより『子ども食堂』

がさらに世の中に浸透していくことを願います。
（山田明彦会員）
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　先日、参加をさせて頂きました、NPO 法人豊島区子ど
も WAKUWAKU ネットワーク様主催「子ども食堂でチャ
リティシンポ！」では、とても有益な時間を過ごすこと
ができました。特に印象に残っている３つのことがあります。　
　一つ目は、会場に入った時の雰囲気です。子どもと大
人の距離が非常に近く、一つのまとまりとしてはっきり
と認識をすることができました。普段から子どもとのか
かわりを大切にし、常にお互いを思って過ごしているの
だと実感しました。僕自身、児童養護施設でスタッフと
して子どもと関わる機会が多いので、子どもとの関係性
を深めるのが、どれだけ大変かを身をもって感じており
ます。ので、会場の雰囲気の第一印象はとても深く残っ
ております。しかし、実際に子どもと関われる時間が少
なかったのは少し残念です。
　二つ目は、シングルマザーの方々のお話です。僕自身、
母子家庭で育ちました。母一人で働き、家族を想い、動
くことの大変さ、を実際のシングルマザーの方たちの実
体験から感じることができました。
　最後に、実行委員会の大学生たちの「本気」が印象に残っ
ております。フリートークの際にも、彼らは確かな数字や、
国の調査結果などをもとに具体的な話をしていたのはも

ちろんですが、彼ら自身の言葉で自分の思うことを私た
ちに伝えてくれました。「本当はこのような状況はあって
はならない。」といっていた実行委員長の中村さん。当た
り前のことではあるが、それを敢えてあの場で伝えたこ
とが素晴らしいなと感じた。日本の子ども貧困は社会問
題化しているが、この出来事に深く関心を持ち調べ、行
動し、改善をしようとしている人は一体どれ位いるのだ
ろうか。もちろん、貧困だけではない。低迷する日本の
国内情勢。正しく調べ、考え、アクションを起こすこと
がとても大切である。そして、僕自身、一人の「子ども」
として、物事を探求し、考える時間がたくさんある今に
感謝し、学びを進めていきます。
　自分を見つめなおすとてもいい機会となりました。こ
れからもキワニアンとして子どもとの関わり方、世界と
の関わり方をしっかり行動から学んでいきます。

（サークル K 武蔵野大学広報長　三浦匠吾）

　12 月 11 日に、初めて子ども食堂に参加させて頂きま
した。結論から言うと、思っていた活動とは異なったこ
とと、もっとこうしてほしかったという部分はありまし
たが、良い経験になりました。

「子ども食堂でチャリティシンポ！」に参加して　2016.12.11
　「子ども食堂でチャリティシンポ！」は、東京キワニス
クラブと NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワー
クの協力のもと、実行委員会は学生のボランティアの人
たちが中心になって、１２月１１日に開催されました。
　今回の企画は、イベント名が示す通り、子ども食堂その

ものの開催に加えて、子どもの貧困についてのシンポジウ
ムを行うというものでした。そのため、子どもたち 30 名
ほどの参加のほか、大人の参加者は、お母さん方が約 10
名、立教大学の学生を中心としたボランティアが約 40 名、
その他のシンポジウム参加者が約 70 名となりました。
　第一部は子ども食堂で、学士会館精養軒さんのご協力に
よる特製カレーや果物のデザートを子どもと大人が一緒の
テーブルで食べました。始まる前にはサンタさんも登場（キ

ワニスの会員が扮しています）、食事中には本場ハワイ出身
のファミリーによるフラダンスも披露されました。子どもたち
ものびのびとふるまっていて、とくに元気のよい子からはフ
ラダンスに「アンコール！」の声がかかっていました。
　第二部はシンポジウムとグループトークで子どもの貧
困を考えようというセッションです。このときは、会場
をパーティションで仕切って、子どもたちはボランティ
アのお兄さんお姉さんたちと遊戯スペースで遊んでいま
す。シンポジウムでは、シングルマザーの生活難の話や
子どもたちへの学習支援、進学にかかる経済支援の話な
ど幅広く子どもの貧困にかかる問題が紹介され、また子
ども食堂を実行されている方や学生ボランティアから体
験談や問題意識の表明がありました。その後、参加者が
いくつかの小グループに分かれてのグループトークとな
りましたが、たいへん熱のこもった意見交換がおこなわ
れておりました。ちなみに、筆者も思うところをいろい
ろ喋ったところですが、若い人たちのいろいろな話を聞いて
みて、むしろ筆者の頭の固さを反省するところが大でした。
　なお、今回のイベントに東京キワニスクラブからの参
加は、会員 14 名にサークルＫ武蔵野大学から 4 名、さら
に入会希望中の方を含めて、全体で 21 名となっています。
東京キワニスクラブの会員・関係者の方々の関心の高さ
には筆者自身改めて印象付けられました。

（菅野良三メンバーシップ委員長）＿＿＿＿＿＿＿＿
「子ども食堂でチャリティシンポ！」に参加をして　2016.12.11
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　思っていた活動と異なったということについて。参加させ
ていただく前は、貧困や個食など食事を満足にできない子
ども達とワイワイしながら食事をするものと考えておりまし
た。しかし、実際は子ども達と大人は戸で仕切り、「日本
の子どもの 6 人に１人が貧困」という問題・改善策につい
て考えるというものでした。他の大学や社会人の方たちも
一緒であったということで、ゼミなどでもなかなかできない
経験であり、勉強になり、楽しい話し合いでした。

　もっとこうしてほしかったということについて。「６人
に１人」と言われても実感が無く、私は本当にそうなの
かという疑問を持っております。そのため、子育てに苦
しむシングルマザーの方々、今回の子ども食堂の進行を
なさっていた女性には、もっと具体的な貧困の状況・子
育てについて話して頂けたらさらに良かったと思います。
当事者にしかわからないことであり、我々参加者が知る
ことでより濃密な話し合いが可能になると思います。プ
ライバシーにも関わるので無責任にもっと言ってほしい
というのは好ましくありませんが、日本の子どもの貧困
を改善していくためには必要ではないでしょうか。
　初めて参加させていただいたのに偉そうなことを言っ
てしまいましたが、本当に良い経験になりました。自分
のプライベートを削って子ども達を支援する熱い学生や、
シングルマザーの経験を話して下さった女性など、また
１つ知らない世界・人間を見ることができて良かったで
す。ぜひまたの機会に参加させて頂ければ幸いです。

（サークル K 武蔵野大学　伊藤賢也）

　１２月１１日に行われた子ども食堂でチャリティーシ
ンポ！に参加させていただき率直に感じたことは、行く
前にイメージしていたのは少し暗めの雰囲気なのではな
いか思っていたが、実際はとても明るい雰囲気であったと
いうことです。このように感じていた方がグループワークの際
にもいたので、多くの人が感じたことなのかなと思いました。　
　この活動を通して、特に印象に残っていることは、中々
聞くことのできないシングルマザーのお母さん方や子ど
も達、実際にボランティアをしている人の話を聞けたこ
とです。シングルマザーの方が昔と現状はあまり変わら
ないけれども、話すことにより心に余裕が持てるように
なったとおっしゃっていたこと、修学旅行に行けて楽し

かったと嬉しそうに話していた子どもたちなど一人一人
の思いが詰まった言葉を聞いて、とても印象深く心に残
る言葉がとてもたくさんありました。また今まで自分自
身が当たり前のように経験してきたことは実は当たり前
ではないのだということに気付いた場でした。だからこ
そ誰でもその経験ができるように、少しでも自分自身が
出来ることから手助けをしたいと強く感じました。
　多くの人の話を聞き、現状を知ったからこそ、実際に
子ども食堂などに参加し、子どもたちと関わっていきた
いと思いました。

（サークル K 武蔵野大学　鎌田夏実）

　貧困で困っている子どもやその親がいることについて、
テレビや新聞などで言っているのを見ます。今までその
事をみて特に気にすることがありませんでした。今回こ
のイベントに参加したことで貧困の今の状況を深く知る
ことが出来ました。私は小学校、中学校、高校、大学と
あたり前のように入学し、両親にお金を払ってもらい通っ
てきています。学校に通うためには入学費、授業代、制
服代、教科書代、交通費などたくさんのお金がかかると
いうことに話を聞いて気づきました。また、お金の問題
で制服が買えるか買えないかの状況の人がいることを知
り、普通に学校に通えていることがあたり前ではないこ
とを感じることが出来ました。貧困の状況を知るととも
に、自分がどれだけ両親に安心して学校や生活をさせて
もらえていたのかを感じさせられ、感謝の気持ちを感じ
ます。この安心して学校に通うことや生活をすることを、
貧困の子ども達に同じように生活出来るように活動して
いきたいと思いました。子ども達だけの問題ではなく、

子どもに何とかして心配かけないようにと頑張る親御さ
んにも助けが必要であると感じました。今回のこの機会
をきっかけに、そのような人たちが不安や悩みを打ち明
けられる環境を作り、地域や周りの人で協力して問題を
解決していけるような社会にしたいです。私は今まで海
外の貧困を見ていたけれど、日本でこのような状況がある
ことを知りませんでした。まず自分の国である日本で、自分
の知らないところで起こっていることに目を向けていこうと思
います。そして、その人々のことを知ってもらうことや、支援
をするなど少しずつでも何かをしていければと思いました。

（サークル K 武蔵野大学 田中沙弥香）
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　子ども達の夏休みの 8 月 2 日㈫、杉並区の名刹妙法寺

で標記の会を催し 230 人の参加がありました。

100 食用意しましたとチラシに書き、念の為 150 食準備

し、やり繰りで 200 食提供しましたが、カレーもパスタ

も米も底を突き、力も尽きて最後の 30 名にはサッポロ提

供のぶどうジュース（ペットボトル）でご容赦頂きました。

　会員 17 名・家族友人 5 名・千代田クラブ 2 名・事務

局 2 名が参加し、飯炊き・案内・掃除など奮闘しましたが、
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「キワニス」とはアメリカ原住民の言葉（みんな一緒に集まる）に由来します	
 

◆キワニスクラブって何？◆	
 

1915年にデトロイトに設立された、世界三大国際奉仕団体	
 

（ロータリークラブ・ライオンズクラブ）の一つです。	
 

特に子ども達のサポートに力を入れています。	
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＜保護者の皆様へ＞ 

   ※ 参加されるお子様に食物アレルギーがある場合は必ず受付でお申し出下さい。 

   ※ 食事のメニューは変更になる場合があります。 

   ※ 当日の体験・遊びのコーナーは変更になる場合があります。 

 

 
    

豊島区で開催した「子ども食堂」。たくさんの方が来てくれました！ 

 

妙法寺 山門でお待ちしています！ 

皆昼飯は抜きとなりました。

古今亭今輔師匠の落語や、地域の方 5 名に依る「茶道体

験」、高校生・大学生等のボランティア 20 名の「ジャグ

リング体験・バルーンアート作り・工作コーナー」には

行列が出来る程で子ども達は 3 時間を堪能しました。

　なお、これを機に地元の皆さんが中心になって妙法寺

で学習支援＋食事の「寺子屋」を持続的に開催しようと

の話が進んでいます。
（鈴木祐二事業企画委員長）

「キワニス子ども食堂in妙法寺」開催　2016.8.2
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＿＿＿＿＿＿＿＿
キワニスドール・フェスティバル開催報告　2016.7.10
　５－９月中のキワニスドールつくりは、ウェルズファー

ゴ証券会社と将来のドール需要に繋がる可能性の高い看

護専門学校２校、並びに高等学校１校（学園祭）におい

てキワニス会員による指導・支援活動を積極的に展開、

７月 10 日には「キワニスドール・フェスティバル」を開

催しました。

　「キワニスドール・フェスティバル」は、従前別々に開

催していた「キワニスドール・シンポジウム」と「ドー

ルつくり」を合体して同日開催という片山委員長の企画

に基づく初めての試みです。会場は、（株）パソナグルー

プ様の本社会議室を借用、またサッポロホールディング

ス（株）様からは参加者への飲み物をご提供いただきまし

た。開催期日がたまたま参院議員選挙投票日とかち合い

ましたが、会員並びにその家族と JUNKO　ASSOCIATION

やサークル K 武蔵野大学の学生、さらには外部奉仕団体

の皆様のご協力をいただいて、一般の方々を含む参加者

総数は９０名余りと盛会でした。

　最初に吉國会長のご挨拶があり、次に東京大学医学部

附属病院小児外科 PHCU 主任副看護師長の岡崎千津様か

ら、医療現場におけるキワニスドールの具体的な活用状

　キワニスに入会して１０余年、現職中は金曜例会には

なんとか精勤していましたが、実際の活動としては、週

日には東京不在で、心ならずも奉仕活動は思うに任せず、

ドールつくりには精をだして協力していましたが、その

ほか１０年も若かった当時はマラソンにも興味があり、

オレンジリボンたすきリレーのランナーとして参加した

思い出がある程度でした。

　この度、現役を引いて、夫の介護のみがのこされた責

任となった現在、すでにキワニスの活動として発足して

いた子ども食堂には以前から是非参加したいと思って早

速参加を申し出たところ、なんと全く不得意なご飯炊き

の御役目を割り当てられて、内心不安でしたが、そこは

文明の機器と若い主婦達のサポートで、無事おいしいご

飯を提供できてほっといたしました。私が実際力を出し

たのは、こびりついたなべ底洗いくらいでした。

　終始厨房におりました関係でじっさい子どもたちとの

接触は全くもてず、彼らの喜ぶ顔に接することができな

かったことは残念でしたが、この裏方としての役目は、

私の性格上、適役だったといえましょう。もしもう少し

準備段階から参加しておりましたら、今回の提供不足は

防げたかもしれないと、残念に思えました。お米をもう

一袋余分に準備していれば、協力してくれたボランティ

アの学生さんたちへのせめて握り飯でも提供できたので

はないかと、これは女性としての配慮です。お米なら残っ

ても次の機会に保存できたし、２３０名の参加という嬉

しい悲鳴は、なんといってもこのたびの会を準備してく

ださった鈴木祐二委員長の頭の下がる綿密な準備に基づ

いており、その充実した企画力にはキワニスの会員とし

て、どれほど誇らしく思えたか、その組織力にはさすが

リーダーとしての資質に頭が下がる思いでした。反省事項

としては、お手伝い頂いた茶道のグループのおばさまたち

に初めに食事を提供してしまったことくらいでしょうか。

　今後も、好評であったこの企画を子どもたちへ提供し

続けることは、少子化を抱える日本の現状にたいして、

我々化石は何ができるか、健全な子どもたちの成長を願っ

て、エールを送るキワニスに最もかなった直接的活動で

あるに違いない。

（山口知子会員）

キワニス子ども食堂に参加して　2016.8.2



3

　何と言っても、思わず子ども達から歓声が上がったの

は伊藤一実さん扮するサンタさんの登場でした。

☆

　12 月 21 日㈪ 3 時半からの子ども食堂は「豊島区民ひ

ろば上池袋」に於いて、地域の NPO・ソーシャルワーカー

及び学士会館精養軒等半年前の同じメンバーとのチーム

ワークで行われました。

　ハヤシライスや果物に舌鼓を打った後、子ども達は順

次ロビーでの 3 つのコーナーに移り、ピアノ・トランペッ

トと一緒に「皆で唄おう」・伊藤夫人和美さんとご友人に

依る「大判紙芝居」・地域の方の指導での「輪ゴムブレス

レット作り」で楽しいひとときを過ごしました。

　そしてサンタさんから手渡しのプレゼント（お菓子や

ミニタオルなど）を手に、足取り軽く帰途につきました。

　この日は小中学校が大掃除の為下校が遅く、47 名の地

元参加者の多くは母親付添の小さなお子さん（母子家庭

の皆さん）と成りました。

　尚、当方は会員 22 名・その家族友人 6 名が参加致しま

した。

　今後、定例化する上池袋でノウハウを積み重ねると共

に、他の場所でも地域の協力が得られれば積極的に開催

して参ります。皆さまからの情報・要請を歓迎致します。

（鈴木祐二事業企画委員長）

第2回「子ども食堂」

＿＿＿＿＿＿＿＿
第2回「子ども食堂」に参加して
昨年の 12 月 21 日に開催されました第 2 回「子ども食堂」

に参加させて頂きました。東京キワニスクラブの今後の

大きな柱の一つになることを期待されているという事を

お聞きし、参加と言うよりも先ずその内容やその活動の

良さを知ることを目的にお手伝いとして参加させて頂き

ました。皆で食べる食事の楽しさだけではなく、歌や紙

芝居等小さな子どもたちが喜びそうな様々な趣向が準備

されていました。最後はトランペットと合唱で大いに盛

り上がり、参加して頂いた子どもたちやキワニスメンバー

の笑顔の中で約 2 時間位でしたかあっという間の時間で

した。この活動は、子どもたちと直接に会ってふれ合っ

て話して、彼らの成長に少しでも繋げることが出来ると

いう点で大変有意義と感じています。特に子どもたちの

純粋な気持ちや行動は我々の中にすっと伝わってきます。

今回は一回目と比べると時期的な事もあり参加者が少な

かったという事ですが、より多くの方が参加頂けるよう

に一工夫加えれば更に有益なものになると思います。私

自身の出来ることは限られていますが、今後も積極的に

参画して行きたいと考えています。

（木本健青少年教育委員長）
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　7 月 18 日にパソナグループ本社で開催されたキワニ

スドールをつくる会に参加させて頂きました。今回は総

勢 100 人以上になっていたと思いますが、私自身はキワ

ニス歴はまだ 3 か月ですので、ドールをつくる会も今回

2 回目となります。前回は作り方を丁寧に教わるのに精

一杯で、参加者はキワニスのメンバーのみでしたが、今

回は様々な外部の方にご参加頂き、殆どが外部の方で楽

しみながら多くの方と時間を共有することが出来ました。

ドールをつくるのも若干慣れてきた様で、周りの方との

お話も場を楽しむのにプラスに働いていたと思います。

特にこの会に参加されている方は日頃からボランティア

活動に積極的なＮＰＯの方や、今回はパソナグループの

海外からのインターンの方であったり、個々が思いを持っ

て活動されているので、ドールをつくる会においても主

旨を十分にご理解されて心を込めて作業されており、会

話の中でその気持ちが私にも強く伝わってきました。今

回は隣のＵＳＡからのインターンの学生に刺激されて一

緒に 2 個ずつ作りました。本来はドールをとじるために

縫わなければいけないのですが、小学校以来の裁縫は難

しく、最後はＮＰＯの方にお願いさせて頂きました。し

かし、今回参加された皆さんが共通に感じたことは「参

加して良かった」ということではないかと思います。そ

してこのような奉仕活動の積み重ねにより、その輪が拡

大していく事の重要性とその更なる可能性を再認識出来

た大変有意義な機会であったと思います。今後も様々な

活動に参画して行きたいと考えています。   （木本健会員）

キワニスドールをつくる会に参加して

　6 月 30 日（火）豊島区の「区民ひろば上池袋」で当ク

ラブ初の「子ども食堂」を開催しました。ひとりっ子・

共働き・シングルマザーファザー等から「孤食児童」は

増える一方です。子どもを中心に多様な顔ぶれで語り合

いながら「美味しく」食べる機会を提供したいと考えたもの

です。41 人の子どもに地元の老人・ＮＰＯ・ソーシャルワー

カー等も加わり、キワニアン 18 人を含め約 100 人が集い

ました。

　協賛の学士会館精養軒の総料理長が長いコック帽姿で

特製ビーフカレーを配り、子どもたちは一緒に写真を撮

るなど大喜びでした。

　食後は中村・佐々木・小野の３会員による手品コーナー

（見せ・教える）に子ども達の輪が出来、大きな歓声が上

がって居ました。

　「子ども食堂」は、今回お世話になったＮＰＯ法人「豊

島子ども WAKUWAKU ネットワーク」の協力を頂きながら

今後継続開催して参ります。

  （鈴木祐二事業企画委員長）

＿＿＿＿＿＿＿＿
ようこそ！  「子ども食堂」へ　2015.6．30
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　６月３０日、東京キワニスクラブにとっては初めての

企画「子ども食堂」に参加いたしました。色々の事情で

夕食を一人で食べることが多い子ども達と一緒に食事を

し、楽しいひと時をという趣旨でしたが、正直言って初

めて会う子ども達と共通の話題があるわけでもなく、ど

ういうことになるのか心配がありました。

　しかし、献立のカレーライスを作ってくださった学士

会館精養軒総料理長大坂勝さんの正装のコック姿と、お

いしそうなカレーの香りで、あっという間にうちとけ、

和気藹々、楽しい食事会になりました。大坂さんが子ど

も用にコックの帽子を用意して、それを子どもにかぶら

せて一緒に写真におさまってくれたことや、東京ＭＸＴ

Ｖの取材でカメラが入り子ども達へのインタビューが行

われたことも会を大いに盛り上げたと思います。

　事業企画委員会の「挨拶なし、シナリオなし、すべて

は自然にまかせて」の作戦は成功したようです。

　食事のあと、ロビーで小野会員、佐々木会員、私の３

人が余興として子ども達にマジックを教え、一緒に楽し

みました。習ったマジックを家の人に見せたいと言って

何度も何度も練習する子ども達の熱心な姿が忘れられま

せん。なんとなく良い一日になったかなと感じたひと時

でした。                                                     （中村禎良会員）

「子ども食堂」に参加して

　平成２７年９月５日青山のドイツ文化会館において、

第３１回青少年教育賞の表彰式・交流会をキワニス日本

財団からの助成をいただいて開催しました。

　今年の最優秀賞は自由学園ネパールワークキャンプと

上智大学　めぐこ－アジアの子どもたちを支える会－、

優秀賞は慶應義塾大学 SFC 岡部研究会でした。

　アジアの子どもたちのボランティアを数十年続けてい

る２団体は募金活動とともに毎年現地での支援活動を実

践しており、ネパール震災支援とあわせた現地ワークキャ

ンプの活動報告から学生たちの奉仕活動への気概と長年

の継続の力を強く感じました。サイバー防犯ボランティ

ア活動は正義感を失わない青少年の健全な育成に大きく

貢献することが期待できます。

　表彰式に続きキワニス・ユースフォーラムの紹介と参

加６団体の活動発表を行いました。

　交流会には受賞団体２９名、ユースフォーラム参加団

体３４名ほかキワニス会員を含めて合計８５名の参加が

あり幅広く意見交換や情報の交換を行いました。

（渡辺通春青少年教育委員長） 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿
第31回東京キワニスクラブ青少年教育賞表彰式・交流会　　2015.9．5


